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去る 6月 4日(金)及び 8日(火)、財団法人日印協会の評議員会と理事会が開催され、

平成 21年度事業活動報告書と決算書類が承認されるとともに、新公益財団移行のため

の定款(案)及び関連規則類の採択、任期切れに伴う理事、監事、評議員、顧問の選任

が行われました。主な点は次のとおりです。これにより、新公益財団への移行申請を

内閣府に対して行う基礎ができました。 

 

1. 平成21年度事業報告書の承認 

21年度中に実施した事業活動を記載した、『平成21年度事業報告書』に沿って審議されまし

た。協会の会員については、世界的な景気後退の影響もあり3社の法人会員より休会･退会の申

し出もありましたが、新規法人会員も増え、現在93社となり、また個人会員は、退会者もあり

ましたが10名純増して420名となりました。 

ホームページは少しずつ改善され、昨年4月創刊のweb版季刊誌『現代インド･フォーラム』

も5号まで発行しました。100年近い歴史のある協会機関誌『月刊インド』も、予定通り年間10

回発行しました。恒例の渋谷の代々木公園での｢ナマステ･インディア2009｣では、連続講演会

を開催、その他講演会や文化行事を主催ないし後援しました。 

特筆すべき活動としては、本年2月に平林 博 理事長がムンバイとデリーを訪問し、首相府

をはじめとする政府やシンクタンクとの間で情報収集･ネットワーク構築活動を行ったほか、3

月には森 喜朗 会長と平林 理事長がチェンナイとデリーを訪問し、マンモハン･シン首相やカ

ルナニディ･タミルナド州首相との会談、邦人企業、在留邦人への激励等を行いました。両方

の訪問の際、ムンバイでは103年の歴史を誇るインド商工会議所と、チェンナイでは印日商工

会議所及びABK-AOTS DOUSOUKAIと、計3つの協力のための覚書を結びました。 

本年3月には、在京インド大使館のアートギャラリーにて、日印協会発足以来の日印主要行

事を撮影した写真パネル展を開催し、また、上野動物園において、インドから寄贈された｢イ

ンディラ｣以来の4頭のゾウが日印親善に果たした役割に感謝して、新たな記念パネルを贈呈し

ました。一般からの寄付も集まりました。 

江東区にあるインド人学校が手狭になったので、新たに校庭のある立派な学校への移転につ

いて、森会長以下で応援し、インド人社会から感謝されました。 

 

2. 平成21財務諸表及び収支計算書の承認 

貸借対照表、正味財産増減計算書などの一連の報告書を、平林理事長から説明し、審議の結

果全会一致で原案通り承認されました。 

貸借対照表(P.5 <表1>)及び正味財産増減計算書(P.6<表2>)は別表の通りです。 

1. 評議員会及び理事会の結果報告 

Report from the Council of Trustees & the Board of Directors 
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3. 公益財団法人日印協会｢定款｣(案)の承認 

平林理事長より新公益財団への移行のために必要な新たな｢定款｣(案)を説明し、審議の結果

全会一致で原案通り採択されました。 

 

4. 財団法人日印協会｢役員報酬規約｣(案)、｢会員規則｣(案)、｢事務局職員就業規則｣(案)の承認 

これら3つの規約及び規則は協会の運営の在り方を明文化するものですが、平林理事長の説

明を受けて審議の結果、全会一致で原案通り採択されました。 

この結果、これら3つの規約･規則は平成22年7月1日から施行されることになりました。 

  ※ ｢財団法人日印協会 会員規則｣は別紙で同送しております。ご覧下さい。 

 

5. 理事(含、会長、副会長、理事長、常務理事)、監事、評議員、顧問の選任 

本年6月末で任期の切れるこれらの役員等の選任を行い、別表(P.7 <表3>)の通りの新体制が

7月1日に発足することになりました。新公益財団法人移行後の最初の評議員7名と代表理事2名

も選任し、定款案の附則に氏名を掲載しました。内閣府からの認定が得られ次第、最初の代表

理事には森 会長と平林 理事長が就任する予定です。 

なお、これらの役員等の任期は、本年7月から新公益財団法人移行までであり、その後は新

財団の評議員会や理事会が選任します。もっとも、新財団の最初の評議員は、すでに｢最初の

評議員選定委員会｣にて選任済みです。  

今回、約 17年に亘り、故櫻内義雄会長、ついで森喜朗会長を協会の副会長･理事として支え、

協会の発展に大変なご貢献を頂いた、元駐印大使の小林 俊二 氏が副会長･理事を退任され顧

問に就任されましたことを、感謝の気持を込めましてご報告申し上げます。 

以上の決算評議員会及び理事会の資料、定款(案)等は、全て当協会事務所内で常時閲覧いた

だけます。(閲覧時間: 月～金 10:00～12:00，13:00～16:30) 
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<表 1 貸借対照表> 

（単位：円）
　科　　　　目 　　 当年度 前年度 増減

Ⅰ 資　産　の　部

1 流動資産

現金預金

現金 324,632 29,370 295,262

普通預金 1,631,968 3,317,289 -1,685,321

定期預金 14,568,029 20,657,408 -6,089,379

振替口座 218,975 23,705 195,270

前払金 388,185 0 388,185

貯蔵品 294,525 625,611 -331,086

流動資産計 17,426,314 24,653,383 -7,227,069

0

2 固定資産 0

（１） 基本財産 0

定期預金 5,000,000 2,000,000 3,000,000

基本財産合計 5,000,000 2,000,000 3,000,000

（２） その他の固定資産 0

事務所敷金 2,197,000 2,197,000 0

什器備品 354,398 488,608 -134,210

図書 879,000 869,000 10,000

立像他 505,671 505,669 2

その他の固定資産合計 3,936,069 4,060,277 -124,208

固定資産計 8,936,069 6,060,277 2,875,792

資産合計 26,362,383 30,713,660 -4,351,277

0

Ⅱ 負　債　の　部 0

1 流動負債 0

預り金 76,430 28,847 47,583

流動負債計 76,430 28,847 47,583

2 固定負債 0

職員退職給付引当金 587,197 527,197 60,000

固定負債計 587,197 527,197 60,000
負　債　合　計 663,627 556,044 107,583

Ⅲ 正味財産の部 0
1 指定正味財産 0 0 0

0
2 一般正味財産 25,698,756 30,157,616 -4,458,860

（うち基本財産への充当額） （5,000,000） （２,000,000） （3，000，000）
正味財産合計 25,698,756 30,157,616 -4,458,860

負債及び正味財産合計 26,362,383 30,713,660 -4,351,277

貸　借　対　照　表

平成22年3月31日現在
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<表 2 正味財産増減計算書> 

(単位：円)

当　年　度 前年度
一般会計 一般＋出版 増減

Ⅰ 一般正味財産増減の部
１ 経常増減の部
(１)経常収益
① 基本財産運用益 5,000 0 5,000
② 受取会費 19,514,000 19,304,000 210,000

維持会員受取会費 10,740,000 10,700,000 40,000
法人会員受取会費 6,770,000 6,960,000 -190,000
個人会員受取会費 2,004,000 1,644,000 360,000

③ 受取寄付金 120,002 970,000 -849,998
④ 事業収益 1,030,000 956,897 73,103

交流促進事業収益 192,500 569,076 -376,576
会報等事業収益 413,000 142,978 270,022
講演等事業収入 119,500 244,843 -125,343
上野動物園インド象記念事業収入 305,000 - 305,000

⑤ 雑収益(受取利息） 69,636 82,699 -13,063
書籍販売収入 - 588,585 588,585

経常収益計 20,738,638 21,902,181 -1,163,543
(２) 経常費用
① 事業費 21,940,447 20,065,042 1,875,405

情報収集調査研究事業 729,102 0 729,102
交流促進事業 1,985,204 2,985,122 -999,918
会報等事業 3,069,846 3,120,482 -50,636
現代インドフｵ－ラム（季刊誌） 918,312 0 918,312
広報（ホ－ムペ－ジ）事業 353,740 1,711,610 -1,357,870
講演等事業 852,863 1,291,822 -438,959
日印交流写真等展示事業 128,972 - 128,972
上野動物園インド象記念事業 1,321,974 - 1,321,974
提言事業 859,200 - 859,200
書籍販売費 671,766 -671,766
役員報酬 2,400,000 - 2,400,000
人件費 5,111,400 　＊6,839,658 -1,728,258
物件費 4,209,834 3,516,211 4,209,834

② 管理費 3,257,051 2,901,789 355,262
役員報酬 600,000 - 600,000
人件費 1,277,850 　＊1,761,261 -483,411
物件費 1,379,201 1,140,528 238,673

経常費用計 25,197,498 22,966,831 2,230,667
当期経常増減額 -4,458,860 -1,064,650 -3,394,210

２ 経常外増減の部
(１)経常外収益
(２)経常外費用 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 -4,458,860 -1,064,650 -3,394,210
一般正味財産期首残高 30,157,616 31,222,266 -1,064,650
一般正味財産期末残高 25,698,756 30,157,616 -4,458,860

Ⅱ 指定正味財産増減の部 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ 正味財産期末残高 25,698,756 30,157,616 -4,458,860

＊　役員報酬込み

            （自平成２１年４月１日至平成２２年３月３１日）

正味財産増減計算書

科　　　　　目
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<表 3 新役員> 

(副会長は就任順、他は氏名の50音順) 2010年7月1日より 

会長(理事) 留任 森 喜 朗 衆議院議員、元首相

副会長(理事) 留任 鈴 木 修 スズキ株式会社 代表取締役会長兼社長

副会長(理事) 留任 大 橋 信 夫 三井物産株式会社 顧問、日印経済委員会会長

副会長(理事) 留任 佐 々 木 幹 夫 三菱商事株式会社 代表取締役会長

副会長(理事) 留任 張 富 士 夫 トヨタ自動車株式会社 代表取締役会長

副会長(理事) 留任 岡 素 之 住友商事株式会社 取締役会長

副会長(理事) 留任 坂 根 正 弘 (株)小松製作所 代表取締役会長

副会長(理事) 留任 中 村 維 夫 (株)ＮＴＴドコモ 取締役相談役

理事長 留任 平 林 博 元駐印･駐仏大使 早稲田大学大学院客員教授

常務理事 留任 原 佑 二 元インド三菱商事社長

理事 留任 大 内 晴 美 大内会計事務所 所長

理事 前評議員 勝 田 友 治 元(株)竹中工務店 国際事業本部

理事 留任 鹿 子 木 謙 吉 元日印協会常務理事

理事 留任 近 藤 正 規 国際基督教大学 上級准教授

理事 前評議員 笹 田 勝 義 元日印協会理事･事務局長

理事 留任 半 田 晴 久 世界芸術文化振興協会 会長

理事 留任 比 良 竜 虎 株式会社シンリョー 相談役

理事 前評議員 増 田 泰 観 有限会社シタァール 代表取締役

理事 新任 山 田 真 美 日印芸術研究所言語センター長

監事 留任 菊 島 輝 男 (株)ﾅｶﾑﾗ ちば留学ｾﾝﾀｰ 留学カウンセラー

監事 留任 高 梨 恒 弘 高梨恒弘税理士事務所 所長

評議員 前理事 小 島 秀 樹 小島国際法律事務所 代表パートナー

評議員 留任 佐 川 雄 一 ｻｶﾞﾜ ﾕｳｲﾁ ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ 代表

評議員 留任 佐 々 木 隆 雄 元日印協会専務理事

評議員 留任 谷 野 作 太 郎 元駐印･駐中大使 (財)日中友好会館会長代行

評議員 留任 野 田 英 二 郎 元駐印大使

評議員 前理事 松 本 洋 (財)国際文化会館 顧問・理事

評議員 前理事 山 本 正 (財)日本国際交流センター 理事長

顧問 前理事 伊 藤 憲 一 (財)日本国際フォーラム 理事長

顧問 前理事 梅 葉 芳 弘 三菱化学株式会社 執行役員

顧問 留任 榎 泰 邦 前駐印大使 創価大学客員教授

顧問 前理事 小 笠 原 敏 晶 (株)ニフコ 創業者名誉会長

顧問 前副会長 小 林 俊 二 日本大学大学院 講師、元駐印大使

顧問 前理事 佐 藤 行 雄 (財)日本国際問題研究所 副会長

顧問 前理事 田 原 総 一 朗 田原総一朗事務所 代表、ジャーナリスト

顧問 留任 長 崎 暢 子 龍谷大学 現代インド研究センター長
顧問 留任 奈 良 毅 東京外国語大学 名誉教授
顧問 前理事 堀 本 武 功 尚美学園大学 教授

顧問 前理事 前 田 專 學 東京大学 名誉教授

顧問 前理事 槇 野 孝 和 (株)デンソー 常務役員

顧問 留任 三 角 佐 一 郎 元日印協会専務理事

顧問 留任 山 田 中 正 元駐印大使 外務省参与
顧問 新任 渡 邊 照 敏 日蓮宗宗務院 宗務総長

(注) １．理事の任期は、7月1日以降新公益財団法人移行まで。それ以降は、新公益財団法人の評議員会が選任の予定。
         ただし、会長と理事長は、新定款により、最初の代表理事となる予定。
     ２．評議員の任期は、7月1日以降留任･新任とも、新公益財団法人発足まで。
        それ以降は、新定款付則の通り、最初の評議員は評議員選定委員会にて選定済み。
     ３．副会長及び顧問の任期は、7月1日以降新公益財団法人移行後の最初の理事会まで。
         それ以降は、上記理事会において選任の予定。

          財団法人 日印協会 新役員等 リスト
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山田 明爾 

2010･Mar,26 

 IT(情報技術)分野を基軸に躍進を続ける現代｢インド｣と、四大文明発祥地のひとつとしての｢イ

ンド｣は、同じ名ながら指すところが違うことに割に人は気付いていないようです。たとえば｢イン

ダス河はどこにあるか｣と訊けば、多くの人は｢インド｣と答えます。しかし現代の国名で言えば、

インダスは八割方、あるいはもっと多く、パキスタンを流れる川です。つまりこの場合、｢インド｣

はパキスタンやバングラーデーシュも含んだ｢インド亜大陸｣を指しているのです。 

 地勢上だけでなく、歴史に関してものを言う場合も、｢インド｣の語はパキスタンやバングラーデ

ーシュを含むインド亞大陸を指すことが多いようです。この一文も歴史に関わる内容なので、｢イ

ンド｣の語でインド亞大陸全体を指すことにします。なお、ネパールやブータンもインド亞大陸に

属するのに｢インド｣に含めることがほとんどないのは、ヒマーラヤを別なる地区とみなす意識によ

るものでしょうか。 

 およそ 2500 万年前、インドを載せたプレートがユーラシア･プレートにぶつかりチベット台地の

下にもぐり込んだため、境界周辺が押し上げられて複雑な連山が形成されました。インドを取り巻

くように西から東にかけてスレイマン、ヒンドゥークシュ、カラコルム、ヒマーラヤ、アラカンと

続く諸山脈がそれです。このインド･プレートは現在も 1年に 3ミリほどユーラシア･プレートの下

にもぐり込み続けているそうです。ユーラシアを南北にへだてるこれらの高山の出現は、大陸を乾

燥アジアと湿潤アジアに二分するという結果を生みました。 

 一方、屏風のような連山にへだてられて、インド亜大陸はユーラシア大陸の一部でありながら大

陸の他の部分から孤立し、ここだけで完結した世界を形作っているような印象があります。しかし、

インドは決して孤立した文化圏ではなかったのです。 

 先史時代コーカサスあたりから移動をはじめたアーリヤ人が、インドをとりかこむ連山を越えて

インダス河流域に進入して以来、インドはギリシア･ローマ勢力やイラン系騎馬民族、アフガン系･

テュルク(トルコ)系･モンゴル系などのイスラーム支配者、ポルトガル･イギリスほかのヨーロッパ

勢力など、時代を通じて異民族･異文明･異文化の大波を受け続け、流入した異文化要素を取り込み

ながら独特のインド世界へと熟成して来たのです。インドがもろもろの異文化要素を受けていると

言うことは、｢インド｣という呼び名自体からも読みとれるのです。 

 漢語によるインドの呼び名としては｢天竺｣がもっともよく知られていますが、他にも中国古典に

いくつかの名が見出せます。 

 前 2 世紀アフガニスタン北辺まで行った張騫が、｢身毒｣経由で運ばれて来た四川省の産物を目に

したという正史『史記』の記録が最古のものでしょう。以後の史料に｢信度｣｢縣(県)度｣｢賢豆｣｢印

度｣などの名も現れます。いずれもインドを指す名で、インダス河の名を取ってインド亞大陸全体

の名としたものです。 

 古代からインドを外部とつなぐ幹線道路は、北のターリム盆地からカラコルム山塊を越えてイン

ダス沿いにガンダーラに下る道と、西からハイバル峠経由でカーブル河沿いに下ってガンダーラ至

る道でした。 

 ガンダーラはインドと外部をつなぐ陸の玄関、カラコルムとヒンドゥークシュの雪解け水をあつ

める肥沃な盆地、今日のパキスタン西北部ペシャーワル盆地を指す古名で、時には北のスワート谷

一帯、東のカーブル河とインダス本流との合流点よりやや下流のタキシラ一帯を含めてガンダーラ

と称したりします。いずれも古代から交通の要衝として栄えた町で、西のペルシア、シリアや地中

海沿岸の文化圏、北の中央アジアのオアシス諸都市とインド各地とをつなぐ接点でした。中央アジ

2. 歴史の｢インド｣と現代の｢インド｣ 
Historical “INDIA” and Modern “INDIA” 
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アの砂漠世界からここにたどり着いた異民族の支配者や交易商人たちの目には、インダス河は豊か

なインドの象徴に映ったことでしょう。だからこの河の名をインド全体の名としたのです。つまり、

インドの地を呼ぶのにインダス河の名を用いたのは外来人であって、インド人がインドを｢インド｣

と呼んだわけではなかったと言うことです。 

 現代国家としてのインドも、英語表記は｢インド共和国(Republic of India)｣ですが、ヒンディ

ー語の正式呼称は｢バーラト(Bhaarat)｣です。ちょうど｢ジャパン｣と｢日本｣の関係に似ています。 

 ところで、紀元前千五百年代までにインダス流域に進入し、先住のドラヴィダ人を征服したアー

リヤ人の言語はインド･ヨーロッパ語族に属し、同じ源から分かれてイラン高原や小アジアに移動

したイラン(ペルシア)人やギリシア人の言語と近親関係にあります。ただ同じ語源の単語でも、イ

ンド系の“S”は、イラン系では“H”になります。一例を挙げれば、興福寺展で評判になった阿修

羅のサンスクリット語(梵語)は“Asura”で、これに対応するイラン語は古代宗教ゾロアスター教

の光の神アフラ･マヅダの“Ahura”です。もとは同じ神だったものが、インドとイランに分かれて

それぞれ別な神格に変容したが、名前には同源のあとが残されているわけです。さらにギリシア･

ラテン系になるとこの“H”はしばしば脱落します。 

 さて、話をインダスにもどしましょう。 

 インダス河は、地元では｢シンドゥー(Sindhuu)｣と呼ばれますが、紀元前 5世紀からイラン(ペル

シア)語史料は｢ヒンドゥー(Hinduu)｣、ギリシア語史料は｢インドゥ(Indu)｣の名をインド亜大陸の

呼び名としています。この呼び名に Sと Hと無音との対応がはっきりと見られます。この対応が前

述の中国古典のインドの呼称にも見られるのは興味深いことです。 

 ｢身毒｣｢信度｣はインド系の呼び名｢シンドゥー｣の音写、｢縣(県)度｣｢賢豆｣は｢ヒェントゥー｣に近

い音でイラン語系の｢ヒンドゥー｣の音写、そして｢印度｣はギリシア語系の｢インドゥ｣の音写なので

す。｢天竺｣も音写語と考えられますが、原音が何かを筆者は知りません。どなたかご教示いただき

たいものです。 

 シンドゥーの名はインダス中流域、有名なモヘンジョダロー遺跡のあるあたりの地方名にも用い

られ、現在はパキスタンの一地方ながらインド国歌でインドの地方名を連ねる中にも｢シンドゥー｣

の名が歌われています。一方イラン語系のヒンドゥーは｢ヒンズー教｣や｢ヒンディー語｣として用い

られ、ギリシア語系の｢インド｣が国家の名としても、亜大陸の名としてももっとも広く世界に通用

しています。日本でも｢インド｣の名が当たり前になっていますが、取りようによっては、われわれ

は直接インドを見ているのではなく、欧米を通してインドを見ているということかもしれません。 

 事実インドの象徴のように思える｢ガンジス｣も｢インダス｣も、さらには｢ベナレス｣、｢デカン｣な

ど、地名の多くはイギリス統治時代にイギリス人が使い始めた英語なまりの地名です。独立後ベナ

レスをヴァラナシ(ヴァナラシ)に、ボンベイをムンバイに、マドラスをチェンナイに、カルカッタ

をコルコタにと、しきりに地名の脱英語化をはかっているのは、外来要素とくにイギリス支配の名

残を消したい意識でしょう。 

 しかし、われわれになじみのある多くのインドの事物にも、実は外来の要素が潜んでいることが

多いのです。このことは先に述べたように、異民族の征服王朝が絶え間なく流入し続けたという事

情によるものです。それはインドの豊かな産物や特殊な文化が、インド外部にとって魅力的だった

ということでしょう。だから地勢的な障壁があったにもかかわらず征服王朝も交易商人も巡礼者も

盛んに行き来して有形無形の異種文化をもちこみ、インドはそれらを抱きとめてインド的なものへ

と熟成させて来たのです。 

 ヴェーダに始まるバラモン教やウパニシャッドの哲学、それと対抗的に現れやがて世界宗教に発

展した仏教なども、根元的なインド要素と思われがちですが、注意深く見ると底流には先住ドラヴ

ィダ文化の土壌、時には外来の要素や来歴不明の土俗的要素などの痕跡が見受けられたりします。 

 インド亜大陸のほぼ中央、マールワーの丘陵地帯のひとつサーンチー丘に、前 3世紀アショーカ
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王が建立した仏舎利塔(ストゥーパ)を、前 2世紀に直径をほぼ 2倍に増広した塔と周囲の僧院跡が

遺っています。舎利塔とは、釈尊が亡くなったあと信者がその遺骨を納めて建立した、基壇上に覆

鉢を置き頂上に傘を立てた巨大建造物です。以後仏教教団の中心をなし、仏教が異文化圏に展開す

る場合の先兵のような役目をになった礼拝対象で、その起源には先住ドラヴィダ文化の樹神信仰も

濃厚に関わっています。時代と地域を経て法隆寺などに見られる五重塔や三重塔に変容してきたも

のです。 

 サーンチー大塔の北門の西柱に、完成した塔と上空を飛ぶ半鳥半神、その前で祝賀する一群の人

物の彫刻があります。13 人の群像の一人はとんがり帽子とワンピース風の服にベルト、すねに紐で

まきつけた布という典型的な中央アジア騎馬民族で、一つの吹き口に二本のたて笛がつく逆Ｖ字型

の笛を吹いているのが特徴的です。その顔はなぜかしわが深く、目が落ちくぼんでいる点が他の人

物とまったくちがっている不思議な存在です。 

 パミール山塊の西麓タジキスタン南部にある、前 2世紀ギリシア型都市遺跡タフティ･サンギー

ンから、｢…(この像を)オクサス河(アム･ダリア)に奉献する…｣とのギリシア語銘文をもつ青銅マ

ルシュアス像が出土しました。マルシュアスは小アジア(現トルコ)のマイアンドロス河の女神の従

者で、逆 V字型の双笛アウロスを得意とし、琴を持つギリシア神アポロに音楽合戦を挑み、アポロ

の奸計に敗れて生皮を剥がれたという、ギリシア神話に登場する下級神です。生皮を剥がれた姿の

表現でしょうか、このマルシュアス像の顔は深いしわと落ちくぼんだ眼窩を持っています。この顔

と手にする逆Ｖ字型の笛は、サーンチーのとんがり帽子とまったく同じ、偶然の一致とはとても思

えません。とんがり帽子の騎馬民族は、前 5世紀のペルシア碑文やギリシア歴史書に出てくる、戦

闘と交易に長けた中央アジアの移動民で、前 2世紀ごろからインドに進入、インダス水系のガンダ

ーラ、ガンジス水系のマトゥラー、西海岸地帯などに政権を持ったサカ族で、イラン系の民族と思

われています。彼らが紀元前から仏教を信奉したことを物語る碑文や彫刻など、いくつかの痕跡が

インド各地に遺されています。 

 スリーランカーの歴史書が、前 2世紀に建立された大舎利塔の祝賀のため、多くのギリシア人や

イラン人の僧侶や信者がスリーランカーに来たことを伝えています。前 1世紀に落慶したサーンチ

ー大塔に中央アジアの騎馬民族が訪れるのも大いにありそうなことです。 

 サーンチー塔門の彫刻 1点の中にも、このように仏教の象徴とも言える舎利塔、ドラヴィダ人、

バラモン教、ギリシア神話、中央アジアのイラン系騎馬民族などの異文化要素が渾然と溶け合って

いるのです。これはインド文化のあり方のひとつの典型と言えるでしょう。 

 インドそのものと思える存在の中に、一見それとはわからぬ体でもろもろの異文化が溶けこんで

いる、それが歴史を通じての最もインド的なあり方ではないでしょうか。 

【了】 

(本稿は、2009 年 11 月 18 日に東京青山の梅窓院祖師堂で行われた講演｢インドは、どこから来たのか｣の抄録です) 

◆山田 明爾(やまだ･めいじ)氏 略歴 

・1967年から1969年までインド･ナーランダ仏教大学大学院専任講師。 

・1970年以後、京都大学中央アジア学術調査隊員としてアフガニスタン遺蹟考古発掘やバーミヤンの石

窟調査。 

・2004年1月から5月までアメリカ ワシントン州 ウィットマン大学客員教授。 

・現在、龍谷大学名誉教授、同大学アフガニスタン仏教遺跡学術調査隊としてアフガニスタンからトル

クメニスタン、イランにおける仏教考古遺蹟調査。 

・2008年にはイランにおいて初の仏教遺跡を発見、仏教西漸の歴史の広がりを知る上で今後の調査活動

が期待されている。 

・主な著書(共著)として、 

『中央アジアの言語と仏教』(共編)法蔵館、1995年 

『バーミヤン―アフガニスタンにおける仏教石窟寺院の美術考古学的調査―』同朋舎、1983･1984年 

『佛教初傳南方之路·文物圖録』、賀･阮･劉･山田･木田･入澤 共編、北京・文物出版、1993 年 5月 

『現代への宗教の視点』、山田明爾編、永田文昌堂、1996 年 7月 
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 Ⅰ. 内政  

5 月 3日 

¸ 英字各紙は、ジャンムー･カシミール州警察がデリーのマーケットでのテロ計画に関係して
いた者を逮捕した旨報道。 

5月 4日 

¸ ヒンドゥー紙は、警察当局が、ハイデラバードのオフィスビル爆破を企てていたラシュカル･
エ･トイバのメンバーを逮捕した旨報道。 

5月 6日 

¸ ムンバイ特別法廷は、ムンバイ･テロ事件実行犯で唯一逮捕されたカサブ容疑者に対し死刑
判決を言い渡す。 

 

 

 

 

 

¸ タミルナド州上院復活法案が、5 日に連邦上院で可決されたのに続き、6 日に連邦下院でも
可決される。 

 

 

 

 

5 月 7日 

¸ 2 月 22 日から開催されていたインド連邦議会の予算会期が閉幕。 
 

 

 

 

 

5 月 9日 

¸ 英字各紙は、8日にチャッティスガール州ビジャプール地域で、中央予備警察隊(CRPF)の防
弾車がナクサライトにより爆破され 7名が死亡した旨報道。 

¸ インディアン･エクスプレス紙は、本年 2 月にプネで発生した爆弾テロ事件の犯人は、イン
ディアン･ムジャヒディンのメンバーである可能性が高いが、容疑者はパキスタンに逃亡中

である旨報道。 

5月 14 日 

¸ ヒンドゥー紙は、14日にハイデラバードで警戒中の警察官がラシュカル･エ･トイバの活動家
とみられる男から発砲を受け死亡した旨報道。 

5月 17 日 

¸ 印国防省は、中距離弾道ミサイル｢アグニⅡ｣の試射に成功した旨発表。 
¸ 印国防省は、アントニー国防大臣が、サイバー攻撃が安全保障への重大な脅威の 1つになっ

3. インドニュース 5 月 
News from India 

メモ： 
今次予算会期では、｢女性枠留保法案｣をめぐる混乱のため予算成立が 4月 30日にずれ込んだ他、
注目されていた｢原子力被害に関する賠償責任法案｣、｢食料安全保障法案｣、｢外国大学法案(外国
大学の支部設置を許可するための法案)｣は 7月下旬～8月下旬に見込まれる｢モンスーン国会｣に
持ち越されるなど、全体として大きな成果のない会期となった。 

メモ： 
連邦下院での採決の際、全インド･アンナ･ドラビダ進歩連盟(AIADMK:タミルナド州議会での野党)
及び左派が議会から退場。報道によれば、AIADMK議員が、明年の州議会選挙でAIADMK が政権を
掌握することが確実となっているため、与党ドラビダ進歩連盟(DMK)は、上院にしかるべき人物
を取り込もうと何らかの政治的意図をもって本法案を提出した旨述べた由。 

メモ： 
有罪判決を受けた 80 容疑のうち、殺人、印に対する戦争行為等 4 容疑に対し死刑判決、5 容疑
に対し無期懲役の判決が下されたもの。今後、カサブ容疑者は、判決を不服としてボンベイ高等
裁判所に控訴したが、さらには最高裁判所に上告することができる。最高裁判所で死刑が確定し
ても大統領の恩赦を求めることもできるので、今回の死刑判決が即時に執行されることはない見
込み。 
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ていると発言した旨発表。 

5月 18 日 

¸ 英字各紙は、チャッティスガール州ダンテワダ県において民間バスがナクサライトに襲撃さ
れ、一般市民及び治安関係者を含む 40名前後が死亡した旨報道。 

5月 21 日 

¸ ゴルカランド創設運動に携わる政治団体全インド･ゴルカリーグのマダン･タマン指導者が、
西ベンガル州ダージリン市内で、集会の場になだれ込んだ約 150 人の武装した暴徒により殺

害される。 

 

 

 

5 月 22 日 

¸ カルナタカ州マンガロール空港でドバイ発マンガロール行きエアインディア機が着陸に失敗
し炎上、乗員･乗客約 160 名が死亡。 

5月 24 日 

¸ シン首相は、第2次UPA政権発足から1周年を迎えたのを機に記者会見を実施し、引き続き、
成長、改革、及び人々の能力向上に取り組んでいくことを強調。 

5月 28 日 

¸ 西ベンガル州西ミドナプル県ジャルグラム地区において、特急列車が脱線し、少なくとも 65
名以上が死亡。 

 

 

 

5 月 31 日 

¸ 鉄道省は、ヴィヴェク･サハイ氏が新たな鉄道省次官として着任した旨発表。 
 

Ⅱ．経済  

5 月 1日 

¸ ビジネス･スタンダード紙は、デリーメトロ空港線の開業が、10月のコモンウェルス･ゲーム
の前の 9月までに開業できそうである旨報道。 

5月 4日 

¸ ビジネス･スタンダード紙は、砂糖の最大輸入国であるインドは来年から国内生産量が需要
量を上回り、3年ぶりに砂糖輸出国に転じる可能性がある旨報道。 

5月 5日 

¸ ビジネス･スタンダード紙は、政府が粗糖･白糖に対する 60%の輸入関税の課税を検討中であ
ること、また、砂糖の価格市場統制について政府内で見直しの可能性が出てきている旨報道。 

5月 7日 

¸ エコノミック･タイムス紙は、食料関係閣僚会合は、公共配給制度の下で貧困層に対して向
こう 6 ヶ月間に配給する小麦･コメの割当量の 300 万トンの追加と、小麦製品の輸出許可の

期限を 1年延長することを決定した旨報道。 

5月 8日 

¸ エコノミック･タイムス紙は、インドは豪州との FTA 交渉において政府調達の自由化問題を

メモ： 
脱線事故に関し、ママタ・バナジー連邦鉄道大臣（西ベンガル州出身）及びバッタチャルジー西
ベンガル州首相は、マオイストによる犯行との見方を示す。 

メモ： 
ゴルカランド創設運動は、西ベンガル州において、ベンガル人との差別的待遇に不満を持つゴル
カ等ネパール系住民による独自のゴルカランド創設を巡り展開されている運動。 




